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１．研究の背景 

2015年の国際数学・理科教育動向（TIMSS）調査の結果か

ら日本の中学校2年生の理科学習に対する意欲等について

課題が指摘されている。そこで意欲を育む中学校理科授業の

検討が必要であると考えた。 

動機づけの心理学の代表的な理論に Deci＆Ryan の自己

決定理論(2000)がある。自己決定理論によると人は、①有能さ

への欲求②自律性への欲求③関係性への欲求をもっており、

これらの欲求が同時に満たされるような条件のもとで人は意欲

的になっていくという。では、意欲的な姿とはどのような姿な

のだろうか。本研究では「意欲」を鹿毛（2013）を参考に行

動的側面，感情的側面，認知的側面の 3 側面から捉え，行

動的側面の意欲が高い状態を「夢中になっている状態」感情

的側面の意欲が高い状態を「楽しさを感じている状態」認知

的側面の意欲が高い状態を「目的を意識しながら取り組ん

でいる状態」とする。また鹿毛（2013）は意欲の高い状態

は「質の高い学び」を実現するとともに社会的，認知的，人

格的な発達にポジティブな影響をもたらす心理状態であ

り，授業で意欲が高い状態を繰り返し経験することでポジ

ティブな学習態度が形成されると述べている。 

 Reeve（2009）は自己決定理論の3つ心理的欲求を満たすよ

うな社会的文脈の要因として、構造を提供すること、自律性支

援、関わり合いをあげ、これらが基本的な 3つの心理的欲求を

充足するために必要であり、各欲求が満たされることにより動

機づけや適応が促されるとしている。「関わり合い」は「暖かさ」

「ケア」「相互の関心」などの質を意味しており、本研究で

は意欲を高める中学校理科授業を工夫する手立てとして「構

造の提供」と「自律性支援」に着目する。 

 ここで「構造の提供」は「学習者に学習構造を見通させるこ

と、及び学習過程や成果についてフィードバックを与えるよう

な機能をもつものを教師が提供すること」、「自律性支援」は

「学習者の行動をコントロールしようとしたり強制したりするので

はなく学習者の自律性を支援しようとする心情や行動」と定義

する。 

2.．研究の目的 

先行研究より「構造の提供」と「自律性支援」を重視した授業

は生徒の意欲を高めるのに有効であると考えられる。そこで本

研究では、「自律性支援」と「構造の提供」を重視した中学校理

科の授業モデルを設計（3章，図1）し、その授業モデルを基

に授業を計画、実践することが生徒の学習意欲の向上に有

効であるか、中学生を対象とした授業実践を通して検討す

ることを目的とする。 

3．授業モデルの設計（図.1） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                      

 

(図.1 学習意欲を高めることをねらいとして設計した授業モデル) 

4.．授業実践を通しての有効性の検討 

中学校2年理科「化学変化と原子・分子（化学反応の体積

比）」の内容で、上記の設計した授業モデルを基に 1時間の

授業（指導案）を計画し、実地研究Ⅱの実習の中で埼玉県内公

立A中学校第2学年×3クラス（計85名）に対して 2018年7

月に授業を実践した。また、授業後アンケートを行い授業モデ

ルの有効性を検討した。結果、設計した授業モデルを基に計

画し、実践した授業は生徒の意欲を高めるのに有効であると

いう示唆が得られた。  (表1 アンケートの結果の一部) 

質問項目 肯定割合 

授業で楽しさを感じましたか？（意欲の感情的側面） 82.4％ 

授業で夢中になっていたと思いますか？ 

（意欲の行動的側面） 

82.1% 

授業は目的を意識しながら取り組むことができました

か？（意欲の認知的側面） 

83.5% 
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①学びにつながる導入を行う。 

②生徒にとって最適な挑戦となり、見通しがもてるような具体的な目標

（ゴール）を生徒に提示する。 

③生徒に学習プロセスを提示する。 

④班など、協働での問題解決や話し合いを重視した学習活動を展開

する。 

⑥目標が達成できたか振り返れる活動を生徒が行う。 

⑦生徒は振り返りシートを活用し、目標に対して自分の学習はどうだっ

たか振り返る。 

⑧教師は次の授業までに振り返りシートに返信を記し、次の授業でシ

ートを生徒に返却し、生徒は教師からのフィードバックをうける。 

⑤生徒に班で考えたことについて説明することを求め、それに対して

フィードバックを行う。 


